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林 暁 宏

「しのぎ」は漢字で書くと「鎬」となります。

「鎬」とは，刀（包丁も含む）の「刃」と「峰」（背の部分）の間で

稜線を高くした所（右図参照）のことで，その鎬が削れて落ちるほ

ど激しく斬り合う様をいうのだそうで，後に，刀を用いた争い以外

にも，いわゆる「熱戦」を指して言うようになりました。

最近「凌」の誤表記が多いそうなのでこの際しっかり直しておき

ましょう。辞書には，「苦しみに耐えて何とか切り抜けるとい

う意味の言葉『凌ぐ』を用いて，『凌ぎを削る』と誤表記さ

れることがある」とありました。

教室でもまさに「鎬を削る」ようなバトルが…。

国語の時間です。題材となっている物語に出てくる人物の人となりや年齢等々につい

て意見を戦わせていました。もちろん，根拠となる言葉を文中から探し出した上で，自分

の読み取りや想像したことをもとにした上での論戦です。

「○ページの◆行目に～～と書いてあるから，□才ぐらいの女の子だと思う。」

「え～？ そうかなぁ。」

「だって☆☆でしょ。」

「男の子のことだったら分かるんだけどなぁ。」

最終的にどのように落ち着いたかは確認できてい

ませんが，子どもたちは教科書の文章（言葉）と友だ

ちの意見，そして先生のかじ取りの言葉を拠り所に自

分がもった考えをぶつけ合いながら，それこそみんな

で鎬を削っていました。

この「考える」と「考えをぶつけ合う」ということが大

事なんですね。自分の中だけで完結させようとする

と，非常に狭く浅くなってしまう危険性があります。

せっかく学校でみんなで学んでいるわけですか

ら，友だちと鎬を削りながら学びをもっと深め，広げ

てほしいと願ってやみません。

Big Smile Clear Voice Warm Heart

教育目標

・進んで考える子

・思いやりのある子

・明るくたくましい子

毎年行われる「室蘭市小中学生弁論大会」。今年は１０月
２７日に輪西市民会館で行われました。各小中学校から１
名が発表を行いました。



日頃、保護者、地域の皆様には大変お

世話になっております。１０月・１１月は特

にそのような活動が多い月でした。

収益金 １４０，７４６円

ご協力ありがとうございました。

１０月２６日に行われましたＰＴＡ主催海陽子

どもフェスティバルでは、上記のようにたくさん

の収益が上

が りま した 。

児童用の図

書を購入させ

ていただきま

す。事前準備

から当日の運

営まで多くの皆さんのご協力をいただきました。

ありがとうございました。

図書は大切に使わせていただきます。

冬休み中の学校閉庁日
室蘭市内小中学校では、全国的な課題とな

っている教職員の長時間勤務等への対応策と

して、冬休み期間中の１２月２９日(土)～１月４

日(金)の7日間を「学校閉庁日」として教職員の

休暇取得を促進する取組みを実施致します。

これに伴い、１２月２９日～１月６日は、学校閉

鎖日と週休日が続き、この間のお電話や来校

者の対応等の業務は行わないこととなりますの

で、ご理解とご協力をお願いいたします。

１２ 月 行 事

日 曜 主な学校行事 他

１ 土
2 日
3 月
4 火 ALT 相
5 水 Ｂ６日課

6 木 安全パトロールのみなさんに感謝

する会

7 金
8 土
9 日
10 月 高学年6時間

図書返却週間～１４日

11 火 委員会日課 ALT 相
12 水 Ａ５日課 フッ化物洗口

13 木 Ａ５日課

14 金 清掃強化週間～２０日

15 土
16 日
17 月 高学年6時間

冬休み図書貸出（低）

18 火 栄養教諭学校訪問4年 ALT 相
19 水 フッ化物洗口 図書（中）

20 木 ＰＴＡ資源回収

21 金 冬休み図書貸出（高）

22 土
23 日 天皇誕生日

24 月 振替休日

25 火 相
26 水 終業式 Ｂ４日課

27 木 冬休み算数クラブ

28 金 冬休み算数クラブ

29 土 学校閉庁日～１月４日

30 日
31 月

相…心の教室相談日
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